
施策コード 事業名称 部局名 所属名 ページ （参考）前年度事業名称※

0823 施設の更新・改良事業（管路の更新・改良） 公営企業局 水道管路管理センター 2 （上水）施設更新・改良事業（安全・安心）

0823 管路の維持管理事業 公営企業局 水道管路管理センター 3 （上水）修繕等（水道管路管理センター分）

（簡水・中島）修繕等（水道管路管理センター分）

（簡水・北条）修繕等（水道管路管理センター分）

（工水）修繕等（水道管路管理センター分）

0823 水道メーター関連事業 公営企業局 水道管路管理センター 4 （上水）料金関連業務

（簡水・中島）料金関連業務

（簡水・北条）料金関連業務

（工水）料金関連業務

0823 漏水防止対策事業（漏水調査） 公営企業局 水道管路管理センター 5 （上水）漏水防止対策事業（水道管路管理センター分）

（簡水・中島）漏水防止対策事業（水道管路管理センター分）

0823 財産管理事務（水道管路管理センター庁舎等の管理） 公営企業局 水道管路管理センター 6 －

0823 上下水道計画事業（水道計画事業） 公営企業局 水道管路管理センター 7 －

0823 管路の新設・移設事業（管網整備及び軽易な移設） 公営企業局 水道管路管理センター 8 －

0911 脱炭素化事業（水道LED化事業） 公営企業局 水道管路管理センター 9 －

1011 災害時対応能力の向上事業（BCPの運用管理） 公営企業局 水道管路管理センター 10 （上水）震災対策事業（体制構築）（水道管路管理センター分）

1132 情報システムの運用事務（水道台帳管理システム） 公営企業局 水道管路管理センター 11 （上水）地図情報・図面管理等（水道管路管理センター分）

（簡水・中島）地図情報・図面管理等（水道管路管理センター分）

※令和7年度から事務事業体系等を見直し、変更しています。

事務事業一覧表
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

ｋｍ 達成率

目標

実績

% 達成率

公営企業局事業区分

事業名
施設の更新・改良事業（管路の更新・改良）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管路更新担当 989-8475

4:工事（工事に伴う設計委託含む）

0823

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している ○

目的・背景
【目的】甚大な被害が予想される地震等への対策として、水道施設の耐震化を図ることを目的としている。
【背景】老朽化が進む水道管（配水支管）の対策として、安全性に劣る硬質塩化ビニル管（VP）は、東日本大震災で被害が大きかったことから、
より安全性に優れる耐震管へ計画的に布設替えを行っている。

対象・内容

【対象】配水支管（硬質塩化ビニル管等）
【内容】水道施設の配水支管（硬質塩化ビニル管等）を耐震管に更新する。
　・老朽管路（硬質塩化ビニル管等）更新工事を実施
　・老朽管路（硬質塩化ビニル管等）更新工事に伴う測量設計等の委託を実施

水道事業会計 資本的支出 水道建設改良費
水道施設整備
事業費　ほか

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

水道ビジョンまつやま2019
主な取組 安定した水の供給と汚水処理

2,084,319

予算
（千円）

事業費計 2,329,800 3,325,298 3,350,879

国費・県費 9,769

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

硬質塩化ビニル管等の更
新・改良費

市債 539,200 786,639 567,458

その他 13,952 37,425 139,856

一般財源 1,776,648 2,501,234 2,633,796

決算
（千円）

事業費計 1,583,866 2,084,319

主な
取組
内容
【R7】

・硬質塩化ビニル管等の更新工事
・上記更新工事に伴う設計委託

国費・県費

市債 393,300 534,700

（執行率） 68% 63%

正規職員 12.0 12.0 12.0

その他 17,900 10,300

一般財源 1,172,666 1,539,319

特記
事項

その他

合計 12.0 12.0 12.0

令和10年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

硬質塩化ビニル管の
更新延長

11 13 13 13
年間を通じて、計画どおりに工事を実施す
ることができた。
（水道整備課実施分を含む）

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果
指標

硬質塩化ビニル管の
残存率

8.1 8.1 8.1 8.1

13.5 14.0

単年で増 122.7% 107.7%

概ね計画どおりに残存率を削減することが
できた。
（水道整備課実施分を含む）

10.2 9.6

累計で減 97.7% 98.4%

甚大な被害が予想される地震等への対策
として、水道施設の耐震化が急がれる
ため、引き続き、最終目標の達成に向けて
硬質塩化ビニル管の更新に取り組む。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 事業を積極的に推進してきたことで、水道ビジョンまつやま2019で示す成果指標である残存率を削減できたため。

課題 材料費及び労務費の高騰による事業費と事業量の調整
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 ○ 工水 ○ 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

% 達成率

目標

実績

% 達成率

公営企業局事業区分

事業名
管路の維持管理事業

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管路維持管理担当 989-8473

2:委託
0823

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景

【目的】水道水を安定して供給することを目的としている。
【背景】水道管の漏水修繕等、適切な維持管理を行う。
　昭和28年の上水道の給水開始を受けて、安定的な水運用をするため、継続して実施している。（上水）
　平成16年度(H17.1.1)の旧中島町、旧北条市との合併以降、安定的な水運用をするため、継続して実施している。（簡水）
　昭和27年の工業用水道の給水開始を受けて、安定的な水運用をするため、継続して実施している。（工水）

対象・内容

【対象】水道管とその付属設備
【内容】水道施設のうち、水道管とその付属設備の維持管理業務を行う。
　・令和7年度末管路延長（導・送・配）
　　上水道　約2,290km、中島地区簡易水道　約106km、北条地区簡易水道　約12km、工業用水道　約43km
　　　①漏水等の修繕・・・・ 漏水や不具合箇所の補修・修理
　　　②管路パトロール・・・管路埋設位置の道路上の漏水や弁栓類の動作確認等
　　　③洗管作業・・・・・・・・水質異常（残留塩素低下や水温上昇等）が発生しやすい既存管路の計画的な洗管

水道事業会計　ほか
水道事業費用

ほか
営業費用

配水及び給水費
ほか

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

水道法第２２条の２、水道ビジョンまつやま２０１９
主な取組 安定した水の供給と汚水処理

132,864

予算
（千円）

事業費計 246,105 228,983 237,560

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

漏水修繕委託

弁栓桝の取替・調整費 62,338
市債

その他

一般財源 246,105 228,983 237,560

決算
（千円）

事業費計 218,783 200,166

主な
取組
内容
【R7】

・漏水等の修繕
・弁栓桝の取替や高さ調整
・管路パトロール
・水道管の洗管作業

国費・県費

市債

（執行率） 89% 87%

正規職員 7.5 7.5 7.5

その他

一般財源 218,783 200,166

特記
事項

その他

合計 7.5 7.5 7.5

令和9年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

軽易な修繕（止水栓不良・
量水器内漏水）の職員に

よる修繕率

85 87 87 87

漏水や不具合箇所を職員自身が積極的に
修繕することで、迅速な対応につながった。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

活動
指標

漏水を伴う修繕の受付後
1週間以内対応率

100 100 100 100

90 88

現状維持 105.9% 101.1%

漏水箇所の特定に時間を要したことがあっ
たが、概ね迅速に対応できた。

92.3 94.6

現状維持 92.3% 94.6%

今後も水道水の安定供給のため、迅速な修
繕対応を行っていく。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由
漏水や不具合箇所の修繕に迅速に対応し、水道水を安定して供給することができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 ○ 工水 ○ 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

件 達成率

目標

実績

％ 達成率

公営企業局事業区分

事業名
水道メーター関連事業

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管路維持管理担当 989-8473

2:委託
0823

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景

【目的】
　水道料金を算出するための重要な給水装置である水道メーターを計画的に取り替える。（上水、簡水）
　使用水量を確認するための水道メーターや流量計の取替及び突発修繕に対応する。（工水）
【背景】
　水道メーターは計量法により使用期限が8年と定められており、検定満期までに取り替える必要がある。（上水、簡水）
　口径350ミリ以下の水道メーター（対象：１箇所）は、計量法で使用期限が8年と定められており、検定満期までに取り替える。
　また、口径400ミリ以上の流量計（対象：5箇所）は、突発的な修繕の必要が生じた場合に対応する。（工水）

対象・内容

【対象】水道メーター、流量計
【内容】
　検定満期や故障により取替を予定している水道メーターを企業局で購入し、取替業務を松山市管工事業協同組合に委託している。
　取替作業は、組合員の水道業者がお客様に対し、メーター取替の案内文書を事前に投函してから行っている。（上水、簡水）
　使用期限が無い流量計は、突発的な故障があった場合に製造業者に修繕を依頼する。（工水）

水道事業会計　ほか
水道事業費用

ほか
営業費用　ほか

配水及び給水費
ほか

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

計量法第2条第４項、第16条第1項、第７２条第２項
計量法施行令第2条、第18条主な取組 安定した水の供給と汚水処理

115,953

予算
（千円）

事業費計 268,967 240,071 278,157

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

検定満期メーター取替委
託料

メーター購入費 64,985
市債

その他 メーター取替に伴う修繕
費等

27,604
一般財源 268,967 240,071 278,157

決算
（千円）

事業費計 234,177 226,771

主な
取組
内容
【R7】

・計画的な水道メーターの取替
・検定満期メーター取替に伴う修繕

国費・県費

市債

（執行率） 87% 94%

正規職員 1.0 1.0 1.0

その他

一般財源 234,177 226,771

特記
事項

その他 0.5 0.5 0.5

合計 1.5 1.5 1.5

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

検定満期水道メーターの
取替件数

27,743 26,109 26,618 26,844
開栓及び中止で取替が不要となったもの
を除き、計画的に取り替えることができ
た。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

活動
指標

メーター取替に伴う修繕
対応率

100 100 100 100

25,683 24,336

現状維持 92.6% 93.2%

検定満期メーター取替に伴うメーター周り
の修繕に対応できた。

100 100

現状維持 100% 100%

今後も検定満期までに確実に水道メーター
を取り替えていく必要がある。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 検定満期を迎える水道メーターを計画的かつ確実に取り替えることができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 ○ 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

件 達成率

目標

実績

％ 達成率

公営企業局事業区分

事業名
漏水防止対策事業（漏水調査）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管路維持管理担当 989-8473

2:委託
0823

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景
【目的】水資源の有効活用を図ることを目的としている。
【背景】水資源に恵まれていない本市では、水道管の漏水防止を水資源開発の一環として位置づけており、水道管路の漏水調査により漏水を
早期発見し修繕することで、水資源の有効活用を図る。

対象・内容

【対象】老朽化が懸念される路線
【内容】
　・老朽化が懸念される路線を重点的に漏水調査する。（上水）
　　（令和7年度末　管路延長（導・送・配）　約2,290㎞）
　　①戸別音聴調査・・・家庭内のメーターに音調棒をあて、漏水音の有無を調査
　　②路面音聴調査・・・漏水探知器を使用して、埋設管の漏水音を路面上から調査
　・管路保護の目的で設置している電気防食装置の防食効果や管路腐食状態を調査する。（上水、工水）

水道事業会計　ほか
水道事業費用

ほか
営業費用　ほか

配水及び給水費
ほか

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

水道ビジョンまつやま2019
主な取組 安定した水の供給と汚水処理

14,795

予算
（千円）

事業費計 8,188 25,411 20,663

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

漏水調査委託料

漏水調査関係機器の購入
費

2,603
市債

その他

一般財源 8,188 25,411 20,663

決算
（千円）

事業費計 7,290 19,598

主な
取組
内容
【R7】

・戸別音聴調査
・路面音聴調査
・管体等点検調査

国費・県費

市債

（執行率） 89% 77%

正規職員 0.3 2.0 2.0

その他

一般財源 7,290 19,598

特記
事項

その他

合計 0.3 2.0 2.0

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

戸別音聴調査数
－ 24,000 21,000 24,000

戸別音調調査を計画どおり委託発注し、実
施することで目標を達成できた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

成果
指標

有収率
96.0 96.0 96.0 96.0

－ 24,000

現状維持 － 100.0%

早期の漏水修繕により、有収率の水準を概
ね維持できた。

95.0 94.8

現状維持 99.0% 98.8%

今後も水道水の安定供給のため、漏水の早
期発見に努める。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 水道管の漏水を少量のうちに早期に発見し修繕することで、水資源の有効活用を図ることができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

5



課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

回 達成率

目標

実績

達成率

今後も必要に応じて事後保全的に修繕等を
行う必要があるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 適切に施設の維持管理等を行うことができたため。

課題 施設や設備の老朽化対策
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

5 6

現状維持 100% 120%

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

点検保守業務数
5 5 6 6

適切に維持管理を行うことができた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

特記
事項

自家用発電機設備の潤滑油と蓄電池を交
換したため。

その他

合計 0.5 0.5 0.5

88% 113%

正規職員 0.5 0.5 0.5

その他

一般財源 5,260 4,388

一般財源 6,006 3,872 4,686

決算
（千円）

事業費計 5,260 4,388

主な
取組
内容
【R7】

・清掃委託業務
・警備委託業務
・防火設備、空調設備、自家発電設備の点検
委託業務

国費・県費

市債

（執行率）

4,208

予算
（千円）

事業費計 6,006 3,872 4,686

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

保守点検等委託料

市債

その他

対象・内容

【対象】水道管路管理センター庁舎
【内容】施設・設備の維持管理を行う。
　・清掃業務：施設の衛生環境向上・劣化の抑制を行い施設更新の延伸を図る。
　・警備業務：設備の盗難・破壊行為等に備える。
　・設備点検業務：防火・空調・自家発電等の設備点検を実施し、予防保全に努める。

水道事業会計 水道事業費用 営業費用 総係費

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

－
主な取組 安定した水の供給と汚水処理

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景
【目的】施設の予防保全
【背景】施設の老朽化に伴う突発的な故障への対応として修繕を行う。

公営企業局事業区分

事業名 財産管理事務（水道管路管理センター庁舎等の
管理）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管理計画担当 989-8472

2:委託
0823
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 簡水 ○ 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

件 達成率

目標

実績

件 達成率

簡易水道事業を実施するための計画・変更
認可であるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 変更認可申請書を作成・申請し、予定どおり愛媛県の認可を受けることができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

コンサルタント会社を適切に指導・監督し、
変更認可申請書を作成した。

－ 1

現状維持 － 100%

活動
指標

中島地区簡易水道事業
の変更認可申請書作成

－ 1 － －

1 －

現状維持 100% －

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

中島地区簡易水道事業
の基本計画書作成

1 － － －

－

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

特記
事項

その他

合計 2.0 2.0 2.0

146% 62%

正規職員 2.0 2.0 2.0

その他

一般財源 17,879 13,837

一般財源 12,265 22,374 0

決算
（千円）

事業費計 17,879 13,837

主な
取組
内容
【R7】

・変更認可申請書の作成

国費・県費

市債

（執行率）

13,837

予算
（千円）

事業費計 12,265 22,374 0

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

変更認可申請書作成委
託料

市債

その他

対象・内容
【対象】中島地区簡易水道の給水区域内の使用者（令和７年度末　給水人口１，８８９人）
【内容】将来にわたって簡易水道事業を維持・継続するための計画を作成し、それに基づいた施設整備を行うことで、安全で安心できる水の
安定供給を図る。

簡易水道事業会計
中島地区簡易水

道事業費用
営業費用 総係費

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

水道法第１条、第７条
松山市簡易水道事業経営戦略主な取組 安定した水の供給と汚水処理

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景
【目的】公衆衛生の向上と生活環境の改善に寄与することを目的とする。
【背景】中島地区の簡易水道は、平成２７年４月に９つの簡易水道を一体的に管理するため、ソフト統合し、中島地区簡易水道として運営してい
る。

公営企業局事業区分

事業名
上下水道計画事業（水道計画事業）

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 簡易水道担当 989-8472

2:委託
0823
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

％ 達成率

目標

実績

件 達成率

公営企業局事業区分

事業名 管路の新設・移設事業（管網整備及び軽易な移
設）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管路更新・管路維持管理担当 9８９－８４７５・９８９－８４７３

4:工事（工事に伴う設計委託含む）

0823

政策【分野】 にぎわいと住みやすいまちをつなぐ【都市空間】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 都会と田舎の住みやすさが共存している －

目的・背景

【目的】配水支管の管末等を解消し、安定した水の供給を図ることや、道路管理者及び地下埋設事業者等に関連する工事に対応することなど
を目的とする。
【背景】
　・「配水区の再構築計画」、「松山市工業用水度施設更新基本計画」に基づき、計画的・効率的に配水管等の撤去工事を行う。
　・水道施設整備に伴い不用となった配水管支管の撤去工事を行う。
　・配水支管の管末等を解消し、安定した水の供給を図ることを目的に管網整備工事を行う。
　・道路管理者及び地下埋設事業者等に関連する工事の施行のため、支障となる配水管等の移設工事を行う。

対象・内容

【対象】配水管等
【内容】
　・廃止予定または不用となったの配水管等について、撤去工事を行う。
　・配水支管の耐震化や経年化管路の更新に併せて管末等を解消するため、配水管網の整備工事を行う。
　・緊急性を要する小規模な既設管移設工事を行う。

水道事業会計
資本的支出　ほ

か
水道建設改良費

ほか
配水施設費　ほ

か

－

施策 安全な都市基盤の整備 根拠
法令

水道ビジョンまつやま２０１９
主な取組 安定した水の供給と汚水処理

751

予算
（千円）

事業費計 56,635 67,840 84,739

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

軽易な移設工事費

水道施設の撤去工事費 383
市債

その他

一般財源 56,635 67,840 84,739

決算
（千円）

事業費計 15,296 1,134

主な
取組
内容
【R7】

・軽易な移設工事
・水道施設の撤去工事

国費・県費

市債

（執行率） 27% 2%

正規職員 3.5 3.5 3.5

その他

一般財源 15,296 1,134

特記
事項

管網工事が繰り越したことと、水道施設の
撤去に伴う舗装工事の時期を見直したた
め。

その他

合計 3.5 3.5 3.5

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

依頼に基づく管路移設工
事対応率

100 100 100 100

依頼に基づき、速やかに対応できた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

活動
指標

不用配水管等の撤去に
伴う工事数

0 0 1 1

100 100

現状維持 100% 100%

令和７年度は実績無し0 0

現状維持 － －

今後も必要に応じて配水管整備等の工事
を行っていく。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由
【軽易な移設工事】
緊急性を要する小規模な既設管移設工事に対応できたため。

課題 材料費及び労務費の高騰による事業費と事業量の調整
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

台 達成率

目標

実績

達成率

資材が確保でき次第、LED化工事を進め
ていくため。

事業
評価

評価 一部の取組は期待した成果をあげられなかったが、全体としては概ね順調

理由 全国的な機器の在庫不足により繰越工事となったが、計画どおり発注できており、概ね順調である。

課題 LED照明への切替需要の増加により、資材不足となっている。
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

－ 0

現状維持 － 0%

令和8年度
（最終目標年度）

目標の達成又は未達成要因の分析
（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

照明LED化台数
－ 261 261 261

LED照明資材等が確保できなかったため。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

特記
事項

LED化工事がR８年度へ繰り越したため。その他

合計 0.0 0.1 0.1

0% 0%

正規職員 0.0 0.1 0.1

その他

一般財源 0 0

6,250 6,250

一般財源 0 7 0

決算
（千円）

事業費計 0 0

主な
取組
内容
【R7】

・水道管路管理センター照明設備のLED化

国費・県費

市債

（執行率）

予算
（千円）

事業費計 0 12,507 12,500

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

市債 6,250 6,250

その他

対象・内容
【対象】水道管路管理センター施設
【内容】施設内のすべての照明をLED化する。

水道事業会計 資本的支出 水道建設改良費
水道施設整備事

業費

－

施策 脱炭素・循環型まちづくりの推進 根拠
法令

第６期松山市役所地球温暖化対策実行計画
主な取組 温室効果ガスの削減

政策【分野】 豊かな自然と暮らしをつなぐ【環境】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 自然を大事にして、環境にやさしい暮らしをしている ○

目的・背景
【目的】脱炭素社会の実現に向け環境負荷の低減と、施設メンテナンス費削減を目的とする
【背景】「第６期松山市役所温暖化対策実行計画」に基づき、水道施設内の照明をLED化する。

公営企業局事業区分

事業名
脱炭素化事業（水道LED化事業）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管理計画担当 989-8472

4:工事（工事に伴う設計委託含む）

0911
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

基 達成率

目標

実績

個 達成率

引き続き、災害時の資機材を購入する必要
があるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由 災害時に必要な資機材の購入を滞りなく実施することで、防災体制をより強化させることができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

適切に購入できた。500 500

現状維持 100% 100%

活動
指標

備蓄用食料の確保数
500 500 500 500

11 12

累計で増 100% 100%

令和9年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

仮設給水栓の確保数
11 12 13 14

適切に購入できた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

特記
事項

令和８年度に購入を予定していた災害備蓄
用飲料水を購入したため。

その他

合計 0.1 0.1 0.1

56% 167%

正規職員 0.1 0.1 0.1

その他

一般財源 946 3,045

一般財源 1,677 1,824 2,941

決算
（千円）

事業費計 946 3,045

主な
取組
内容
【R7】

災害時に必要な水道資機材の確保
・備蓄用食料の購入
・仮設給水栓の購入
・非常用飲料水袋の購入

国費・県費

市債

（執行率）

2,987

予算
（千円）

事業費計 1,677 1,824 2,941

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

災害対策用備品購入費

市債

その他

対象・内容

【対象】市民、職員
【内容】
　・仮設給水栓の購入
　・備蓄用食料の購入
　・非常用飲料水袋の購入

水道事業会計 水道事業費用　ほか 営業費用　ほか 総係費　ほか

－

施策 地域の防災力向上 根拠
法令

水道ビジョンまつやま2019
主な取組 危機管理体制の強化

政策【分野】 安全と安心をつなぐ【安全・安心】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 災害への備えがあり、安心できる －

目的・背景
【目的】防災体制を向上させることを目的としている。
【背景】「水道ビジョンまつやま2019」の目標の１つである「地震などの災害に強い水道を構築します」を実現するため、災害時に必要な水道資
機材の確保を順次進める。

公営企業局事業区分

事業名
災害時対応能力の向上事業（BCPの運用管理）

事業
性質

1-1:自治事務（実施規定なし）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管理計画担当・管路維持管理担当 989-8472・989-8473

1:直営
1011
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課等名 担当G 連絡先

１.事業概要【Plan】 上水 ○ 簡水 ○ 工水 下水

２．事業実施【Do】 会計 款 項 目

人役

３.事業評価（検証・改善）【Check・Action】

単位

目標

実績

回 達成率

目標

実績

達成率

上水道の地図や図面に関する情報を迅速
に提供できており、関連する業務（工事・
維持管理等）の省力化・高度化が図れて
いるため。

事業
評価

評価 期待した成果をあげることができた。

理由
水道台帳管理システムの運用及び台帳データの更新に関する委託業務が、当初予定していた工程を順守し、満足する成果をあげる
ことができたため。

課題 特に無し
今後の
方向性

現行のまま継続
左記の
理由

10 10

現状維持 100% 100%

令和９年度
目標の達成又は未達成要因の分析

（令和7年度）目指す方向性

活動
指標

データ更新回数
10 10 10 10

定期的に報告会を開催することにより、業
務の進捗を管理することができた。

種類
指標名

区分 令和6年度 令和7年度 令和8年度

特記
事項

その他

合計 1.2 1.2 1.2

88% 99%

正規職員 1.2 1.2 1.2

その他

一般財源 40,104 41,238

一般財源 45,815 41,700 41,718

決算
（千円）

事業費計 40,104 41,238

主な
取組
内容
【R7】

・水道台帳管理システムの運用と台帳デー
タの更新

国費・県費

市債

（執行率）

25,300

予算
（千円）

事業費計 45,815 41,700 41,718

国費・県費

事業費／財源 令和6年度 令和7年度 令和8年度

主な
経費

(千円)
【R7
決算】

システム運用支援、デー
タ入力委託料

システム機器の賃貸借料 14,839
市債

その他

対象・内容

【対象】水道台帳管理システム
【内容】システムで管理する上水道等管路に関する台帳を運用・更新して、地図を利用する業務を下支えするとともに、市民からの関連する申
請処理の迅速化を継続させる。
　・水道台帳管理システムの運用と台帳データの更新

水道事業会計　ほか
水道事業費用

ほか
営業費用 総係費

－

施策 ＤＸの推進 根拠
法令

水道法第22条の3
主な取組 情報システムの適切な管理

政策【分野】 つなぐを支える【連携】 各種
計画
該当

総合計画(実施計画) 市長公約

政策別未来像 つながりがまちの活力になっている －

目的・背景

【目的】上水道等管路の管理用図面や工事完成図面を水道台帳管理システムとして運用する。
【背景】上水道管路の管理図面や工事完成図面を紙面等で管理していたが、平成元年度から全庁的な電子地図の整備に関する取り組みであ
る都市情報システムの構築に参加し、その後令和６年度にシステムの再構築により、水道台帳管理システムとして単独で運用している。水道
台帳管理システムの運用により、地図や図面、それに付随した台帳等をコンピュータシステムで管理ができ、さらに検索・集計・分析といった
付加機能を設けることで、上水道の地図や図面を利用する業務を省力化・高度化している。

公営企業局事業区分

事業名 情報システムの運用事務（水道台帳管理システ
ム）

事業
性質

1-4:自治事務（義務規定あり）
事業
区分

令和8年度　松山市事務事業シート　（令和7年度実績分）

部局等名 公営企業局 水道管路管理センター 管理計画担当 989-8472

2:委託
1132
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